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OECD Science, Technology and 
R&D Statistics

NSF Science and Engineering 
Indicators 2010

5.9%

3.2%

10.1%

9.2%

9.7%

136

189

274

156

315

185

21

22,320

20,920

7,150

2006)

23 1



 
– 

 
– 

 
– 

 
– 
– 
– 



　（平成３年から２６年にかけて 
大学院数が1.9倍、大学院生数が2.5倍） 

  （平成34年の25歳～44歳人口： 
　　　　　平成24年に比べ20％減少見込み） 

（例：シリコンバレーでは、大学院生の起業が社会変革の一翼） 

７つの基本的方向性と「卓越大学院」の形成 

p 
p 

p 

p 

②産学官民の連携と社会人学び直しの促進 

p 

p 

③専門職大学院の質の向上 

「卓越大学院（仮称）」  

p 

ü 

ü 
p 

p 

体系的・組織的な大学院教育の推進と 
学生の質の保証 

p 
p 

⑤世界から優秀な高度人材を 
惹き付けるための環境整備 

未来を牽引する大学院教育改革～社会と協働した「知のプロフェッショナル」の育成～（審議まとめ）概要 

p 

p 
 

④大学院修了者のキャリアパスの確保と 
進路の可視化の推進 

p 

p 

⑥教育の質を向上するための 
規模の確保と機能別分化の推進 

p 
⑦博士課程（後期）学生の処遇の改善 
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①体系的・組織的な大学院教育の推進と 
学生の質の保証 

 
2005 100

–  56  
–  74  
–  124
–  144
–  120  

 
2014

–  600,000  
–  73,000  
–  15,400  

19,000  

Top 6

Middle 20

Bo.om 30
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– 
– 

 
– 
– 
– 

 
– 
– 

 
– 
– 




